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富士急モビリティ株式会社 

 

安全報告書 



 

運輸安全マネジメントに関する取り組みについて 

富士急モビリティ株式会社では、「運輸安全マネジメント」に基づき、全社員が一丸と

なって、以下のとおり輸送の安全確保に取り組んでいます。 

１. 輸送の安全に関する基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 安 全 方 針 〉 

１．安全はすべてに優先 

１２０％の安全確保に努め、お客様に安全・安心をお届けします。 

２．法令及び諸規則の順守 

     法令及び諸規則の順守はもとより、良識を持って誠実に行動します。 

３．常に安全の維持・向上 

常に安全を維持・向上させるため、必要なチャレンジを惜しみません。 

４．自ら考える組織

  自ら考え、問題意識を持ち、問題を発見し解決し、成長発展することで、 

安全確保に全員で取り組みます。 

5．顧客を意識した事業活動 

  顧客の意見に耳を傾け、安全・安心なサ-ビスを提供します。 

６．防災向上の取り組み 

   平時から備えに取り組み、発災時は迅速な初動で人命最優先に被害軽減を 

   図り、早期復旧に努めます。 

７．無災害の職場づくり 

   ハード・ソフト両面での安全対策を講じ、基本に忠実に行動することで 

   労働災害の撲滅を目指します。 



富士急モビリティ株式会社では、安全方針に基づき「輸送の安全の確保」に向けた安

全対策に取り組み、法令及び規程を遵守し、絶えず見直しを図り、更なる輸送の安全

向上に努めます。 

また、輸送の安全に関する情報についても積極的に公表して参ります。 

 

 

２. 輸送の安全に関する目標及び当該目標の達成状況 

(1)安全目標 

2025 年度は有責事故 10 件。コロナ禍も明け車両の稼働も増えたこともあり増加 

引き続き「安全方針の浸透」を継続し、あらゆる安全施策の取り組みを実施し

2025 年度の 40％減の有責事故「6 件以下」の実現を目指して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2025 年度安全目標 実施結果度 

重大事故 0 件 0 件 

有責事故 6 件 9 件 

車内人身事故 0 件 1 件 

 2026 年度安全目標  

重大事故 0 件 

有責事故 6 件 

車内人身事故 0 件 



(2)運転士、運行管理者、職場長がそれぞれの役割を果たし全体で事故防止に向け、

安全重点施策を定め取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 重大責任事故ゼロ、有責事故 6 件以下（前年度 40％減）（前年 10 件） 

    ・毎月実施する安全会議において安全意識の向上を共有する。 

    ・国土交通省告示の年間教育にそった教育の実施 

【安 全 重 点 施 策】 

 

① 重大責任事故ゼロ、有責事故 6 件以下（前年 10 件） 

② 乗務員の道路運送法、道路交通法の遵守 

③ 運行管理者の養成及び錬成 

④ 乗務員の労働環境の改善 

⑤ 健康管理における各種健診及び検査の実施とフォロー 

⑥ 日常点検を確実に実施させる 

⑦ 冬山研修を実施して冬季運転技術の向上を図る 

⑧ 運転士の交通事故に関する心理的要因の解消 

⑨ 問題意識の向上と解決方法を見出す力の強化 

⑩ 危険リスク箇所の情報共有と回避対策の実施 

⑪ 苦情ゼロを目指す 

⑫ サービス向上を目指す 

⑬ 将来の利用者である小学生に対し、乗り方教室を開催 

⑭ 地元警察との訓練実施 

⑮ 自社訓練による災害対処訓練等の実施 

⑯ 運輸防災マネジメントの確立 

⑰ 職場の危険個所の点検改善 



    ・ドライブレコ－ダ－視聴による教育の強化 

    ・デジタルタコグラフによる個人別の運転傾向の指導 

② 乗務員の道路運送法、道路交通法の遵守 

   ・年間教育計画に組み入れ実施 

③ 運行管理者の養成及び錬成 

     ・自動車安全運転センターの主催する研修に１名以上の参加をさせる。 

④ 乗務員の労働環境の改善 

    ・勤務時間等において法令下限順守のみならず勤務条件の改善を目指す。 

（努力目標：拘束１３ｈ以下、仕業間１１ｈ以上、運転時間７ｈ以下） 

⑤ 健康管理における各種検診及び検査の実施とフォロー 

 ・健康診断結果、ＳＡＳ、脳ドック該当者への受診及び追跡 

⑥ 日常点検を確実に実施させる。 

・年２回、オートサービスによる点検要領及び故障探求要領に関する教育を

実施 

⑦ 冬山研修を実施して冬季運転技術の向上を図る。 

    ・１月下旬ころに２営業所合同で実施（２日間） 

⑧ 運転士の交通事故に関わる心理的要因の解消 

    ・経営責任者と乗務員のミーティングの実施（上期・下期＋必要に応じ追加実

施） 

⑨ 問題意識の向上と解決方法を見出す力の強化 



・ヒヤリハット動画を年４回実施して危険予測意識を向上「かもしれない運転」 

を徹底  

⑩ 危険リスク箇所の情報共有と回避対策の実施 

・自社敷地内の改善、バス停周辺についても安全確保（行政（警察・自治体）及

び企業・地権者等への要請・協議の実施） 

⑪ 苦情ゼロを目指しサ-ビス向上を目指す 

・苦情も内容により事故として認識、毎月「０」の付く「事故０の日」に 

意識向上 

⑫ サービス向上を目指す 

・接客サービスの質的向上を期し、毎月「３」の付く「サービス向上の日」に意

識向上を促す。 

⑬ 将来の利用者である小学生に対し、乗り方教室を開催 

・前年度実績１１校を基準に実施 

⑭ 地元警察との訓練実施 

・バスジャック対処訓練、地震防災訓練等の実施 

⑮ 自社訓練による災害対処訓練等の実施 

 ・富士山噴火時の合同防災訓練の実施 

⑯ 運輸防災マネジメントの確立 

・富士山噴火防災マニュアルの策定、国土交通省認定のセミナー等の受講・参加 



⑰ 職場の危険個所の点検改善 

・安全衛生会議において危険状態について情報取集し毎月処置を検討 

〈自動車事業独自の安全重点施策の具体的内容〉 

① 事故を未然に防ぐための教育の強化 

    ・法令、罰則規定、事故原因などの講義を増やして、運転者の意識を 

     高める。 

   ②後退運転時の事故削減 

    ・２段バック（バス）を実施し、後方の見落としを防止する。 

・教育研修、点呼において、後退運転時の指導を重点的に行う。 

 

３. 自動車事故報告規則第２条に規定する事故に関する統計 

2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日までの期間、弊社における自動車事故報

告規則第 2 条に該当する事故は発生しておりません。 

 

４. 輸送の安全のために講じた措置および講じようとする措置 

輸送の安全を確保するため、会議や安全運動等を通し、情報共有、情報交換を定期

的に行うことにより安全に対する共通の意識をグループ全体で統一化しています。 

 (1)会 議 

 「富士急グループ安全会議」 

     定期的に富士急行の安全統括管理者が主催し富士急グループ各社の経営トップ

の出席により、安全への取り組みについて報告や検討、共有を行います。 

 「統括運行管理者会議」 

     毎月 1 回、富士急行の安全統括室が主催し、富士急グループ各社の統括運行管 

理者の出席により、安全運行に係わる情報の共有、健康管理、事故やヒヤリ・ 

ハット情報の分析・対応などを行います。 



 「安全会議」 

     毎月 1 回、当社の安全統括管理者が主催し、「富士急グループ安全会議」「統括

運行管理者会議」の決定事項に対応し、安全に係わる問題点等の改善に向けた

話し合いを行います。 

   「安全衛生会議」 

     管理部長が主催し、産業医、安全統括管理者、統括運行管理者、営業所長、運

転士代表者の出席により職場の安全衛生について話し会いを行います。 

 「マネジメントレビュー合同会議」 

     毎年 12 月、富士急行社長、富士急グループ各社経営トップの出席により、運

輸安全マネジメントに関するマネジメントレビューの上期の進捗状況の確認、 

および進捗状況を踏まえた、下期の取り組み等について検討します。 

  

(2)設備投資等 

・SDGｓの観点から電気バスの導入を 2025 年度同様に 2026 年度も導入予定 

 

(3)安全運動等 

・春の全国交通安全運動(4 月) 

・夏季輸送安全総点検(8 月)   

・秋の全国交通安全運動(9 月) 

・年末年始輸送安全総点検(12 月・1 月)  

・幹部による早朝点呼立会 

   

５. 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 

(1)富士急グループのバス新採用乗務員を対象に、法令、車両構造、ＣＳ、 

運転技術等を教育する「新採用乗務員研修」を実施するとともに、 

フォロー研修や面談等を継続して行う育成プログラムにより、新人乗務員の 

技術向上に努めています。 

(2)事故惹起者を対象とした「事故惹起乗務員研修」を実施し、事故の分析や 

運転訓練などを通し、事故の再発防止に努めています。 

(3)最先端の「運転データ集録システム」を搭載した乗務員訓練専用車両 

「安全訓練用車」を導入し、運転時の走行データに基づき、バス運転士一人 

ひとりの運転特性を把握するとともに、より細やかで的確な安全運転指導を 



行っています。 

(4)自動車安全運転センター（安全運転中央研修所）へ毎年運転士を派遣し、 

運転技術や安全意識の向上を図っています。 

(5)運転適性診断やドライブレコーダー、デジタルタコグラフを活用した安全運転

教育を実施しているほか、冬山教育など個人や地域の特性に対応した研修を 

適時実施しています。 

(6)事業部安全ＣＳ担当や幹部職員・運行管理者による街頭・添乗指導を行い、  

乗務員の安全運転への意識向上を図っています。 

(7)外部機関より講師を招き、安全マネジメントに関する講習を実施するなど、 

安全マネジメントの取り組み等の教育を行っています。 

(8)外部機関が開催する運行管理者講習や事故防止委員会といった講習や会議に 

積極的に参加し、他社との安全に関する情報交換等を行っています。 

 （９）初任運転者に対する行う必要のある添乗による安全運転の実技について 

 



 

※車種区分 大型 

初任運転士    A運転士 教育乗務時間 ２２時間５分 

添乗指導員歴   B指導運転士 運転士歴３5年・添乗指導員歴 ９年４ケ月 

 

 

 

 

 

日付 指導員 車番 距離 乗務時間 累計

62 1:40 1:40

8月2日 朝霧～車庫 B G3638 11：00～12：24

コース（路線） 時間

8月2日 車庫～朝霧 B G3638 9：07～10：47

59 1:24 3:04

8月2日
車庫～国道138号～国道１

号～箱根PA
B G3638 13：23～14：16 32 0:53 3:57

8月2日

箱根PA～国道１号～国道１３

８号～ふじおやま道の駅
B G3638 14：33～15：58 50 1:25 5:22

0:45 6:07

8月3日
車庫～国道138号～国道１

号～十国峠
B G3638 10：03～11：14 41 1:10 7:17

8月2日
ふじおやま道の駅～国道

246号～車庫
B G3638 16：14～16：59 14

2:08 9:25

8月3日
下田～松崎～土肥～舩原峠

B G3638 14：07～15：42 62 1:35 11:00

8月3日
十国峠～熱海～国道135号

～下田　道の駅みなと
B G3638 11：32～13：40 83

0:13 11:13

8月3日
月ヶ瀬～三島～沼津～車庫

国道１３８，246号
B G3638 16：16～18：27 61 2:11 13:24

8月3日 舩原峠～道の駅月ヶ瀬 B G3638 15：47～16：16 8

13：25～14：57 67

1:04 14:28

8月4日

富士吉田～国道138号～国道137号～

国道２０号～道の駅はくしゅう B G3638 10：52～12：45 74 2:25 16:53

8月4日
車庫～国道138号～道の駅

富士吉田
B G3638 9：30～10：34 32

1:20 22:05

２０時間教育乗務記録簿 乗務員       A                          

8月4日
なるさわ～河口湖～国道

138号～車庫
B G3638 18：25～19：45 49

1:32 18:25

きよさと～美延～本栖湖～

道の駅なるさわ
8月4日 B G3638 15：28～17：48 86 2:20 20:45

8月4日

はくしゅう～国道20号～県道484

号～国道141号～道の駅きよさと B G3638



６．輸送の安全に係わる内部監査の結果並びにそれに基づき講じた

措置及び講じようとする措置 
 

   2025 年 11 月に内部監査を実施したところ、安全管理体制や安全への取り組み

について、適合性および有効性に問題となる事項はありません。 

 

７. 安全管理規程 

   別添「安全管理規程」参照 

 

８．輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統 

   別添「事故発生時等における社内連絡体制図」参照 

 

９. 安全統括管理者 

   業務部長 柳 拓実 

                           以  上 
















